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庁舎問題に関する取り組み

新庁舎建設の今後のスケジュール

　今回策定した建設基本計画を基に、平成 28年度から平成 29年度にかけて、建物の具体的な規模や構造、デザイ
ン等を決定し、設計等を行ったうえで、平成 30年度から新庁舎の建設が実施される予定となっています。新庁舎建
設に係る予算額は、平成28年度から平成31年度までの4年間の※継続費を設定し、総額39億5,486万9千円となっ
ています。（平成 28年 3月議会において議決）

建設基本計画を基に規模や構造、デザ
イン等の詳細を決定
・新庁舎規模、構造の決定
・各階平面の決定
・立面、断面の決定
・資材、設備等の決定
・外構の決定
・維持管理費の算定
・ライフサイクルコストの算出
・地質調査
・測量　等

専門業者による工事設計図書の作成

設計等
平成28～ 29年度

事業費　1億 6,869 万円

支所のあり方と地域活性化

　支所のあり方、地域活性化については、新庁舎施設整備等審議会からの答申を踏まえ、広報嘉麻 11月号でお知ら
せした「庁舎課題に関する基本計画（骨子案）」を基に、現庁舎施設の現状調査を行い、支所の設置場所、内容及び
防災機能、災害時における支所の対応等、支所に関する事項とあわせて、庁舎資産の利活用や地域公共交通の整備等
による地域活性化策について、各地域の市民のみなさまの意見をお聞きしながら、支所や地域活性化に関する計画を
定めたうえで、予算化を図っていく予定です。
　なお、基本計画（骨子案）に示しておりました、郵便局による諸証明等の発行について、平成 28年 6月から千手
郵便局と宮野郵便局において実施する予定としており、発行業務に係る準備を進めています。詳細が決定しだい改め
て広報嘉麻等にてお知らせいたします。

※　これまで毎月「庁舎問題に関する取り組み」の記事を特集という形で連載していましたが、
　広報嘉麻のリニューアルに伴い、今月号にて連載を終了します。
　　なお、庁舎に関する新たな情報は、随時広報紙等によりお知らせします。

新庁舎
構造：ＲＣ 5階程度、免震構造
延床面積：9,000㎡以内
施工範囲：本体建築、浄化槽、外構

予算算定条件
・建設工事費
・施工監理費

※　構造や階層等の詳細については、
平成 28年度から行われる設計におい
て決定されます。

建設工事
平成30～ 31年度

事業費　37億 8,617 万 9千円

※継続費とは…
　完成に複数年度を必要とする事業において、計画的に事業を実施するため、経費の総額とそれに伴う各年度の
必要額（年割額）について定め、あらかじめ議会の議決を受けておく方法です。
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【基本方針】
　新庁舎の建設にあたっては、
市の特徴を活かした将来のま
ちづくりの拠点となる施設と
するため、最近の庁舎建設の
動向を踏まえ、より良い住民
サービスの提供、効率的な行
政運営を目指すものとし、基
本方針に基づき新庁舎建設を
進めていきます。

【配置計画】
　建設基本計画には、新庁舎建設地（稲築多目的運動広場）における庁舎建物、駐車場や広場（兼用駐車場）等の配
置イメージについて、次の２つの配置計画案が示されています。この２つの配置計画案を参考にしながら平成 28年
度から実施する設計において、詳細が決定されていきます。

（配置計画案１）

庁舎問題に関する取り組み～vol.15 ～
記事に関する問合せ先
　庁舎・交通体系対策室…☎ 62‐５６７７

新庁舎建設基本計画が策定されました

　アンケートの結果や市民説明会での意見、嘉麻市新庁舎施設整備等審議会の答申の内容を踏まえ新庁舎建設基本計
画 (以下、「※建設基本計画」といいます。）が策定されました。新庁舎の建設に関する７つの基本方針に基づき、市
民の皆様が将来にわたって安心・安全に暮らせる基礎的自治体としての基盤づくりを進めて行きます。
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（配置計画案 2）

※建設基本計画とは…
　市が目指す庁舎像を明らかにし、今後設計を進める上で、新庁舎建設の指針となる基本的な考え方を示すものです。


